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分であった。近い将来に4年制大学を設置することを前提に、まずは比較的実現性の高い短期大学として、初年度に機械科、次年度に
電気科を設置する構想が決定された。
　短大設置業務の中心的推進役は、錦織理事長を筆頭に草ヶ谷圭司校長、指宿俊徳法人事務局長があたった。
　1学科の短期大学を設置するにしても、大同製鋼(株)1社からの支援だけでは不十分であり、産業界全体からの援助、協力を得なけ
ればならなかった。
　当時の大同製鋼(株)石井健一郎社長は早くから日本経営者団体の役員として活躍されており、中部地区においては、主な経済団体
である商工会議所、中部経済連合会、中部経済同友会等の要職にあり、また教育事業にも情熱を持たれ、本計画にも援助協力を惜し
まれなかった。
　昭和36年、学園を財団法人から学校法人大同学園に改組し、理事長錦織清治氏に加えて中部日本放送(株)社長佐々部晩穂、中部
電力(株)会長井上五郎、東海製鐵(株)伊藤隆吉、名古屋市科学館長清水勤二各氏らが理事に就任した。石井健一郎氏の強い働きか
けもあって、大同製鋼（株）を筆頭に中部電力（株）、名古屋鉄道（株）等の中部を代表する31社から寄付金を頂くことができた。
　短大開設の業務は、教育目標、カリキュラムの作成、資金計画、施設設備の整備、寄付金募集、外部への広報、教職員の人事等を
含む設置認可申請書の作成が必要であった。特に大きな資金を必要とする施設・設備の取得と整備については、高校の既設のものと
共用として計画せざるを得なかった。
　先ず土地については、高校が大同製鋼(株)から借用していた大同町の跡地5,300㎡と知多市の金沢運動場用地22,200㎡を大同製
鋼(株)より寄贈頂き、また高校分校用として知多市より無償にて譲り受けた元岡田中学校の敷地の内、13,200㎡を大学専用、高校の
白水実習室敷地1,100㎡を共用として、計41,800㎡として申請した。
　建物は、大同工業高等学校が大同製鋼(株)より借用し使用していた本館1,800㎡と別館820㎡を寄贈頂き、既設の工学実験場
1,150㎡を専用とし、高校の実習場等3,110㎡を共用、計6,880㎡として申請した。
　機械器具と図書については、錦織理事長が中心となって調達した。教員については、学園関係者が教育関係者の知人を通じて人材発掘
を行うと同時に、大同製鋼(株)と関連会社より専門家を派遣頂き、結果として学識、経験ともに優れた権威者を迎えることができた。
　施設と設備については大学設置基準をやっとクリアする程度であったが教員については誇るべき陣容で開学することができた。
　教育目標については、次の通り制定された。
「実学の殿堂」として「大同工業短期大学は人間教育を中心にして、国際的視野に立つ豊かな教養と、社会的識見を涵養するととも
に成長発展する産業を展望し、専門技術に関して、的確な基礎知識と判断力及び創造力を有する実践的技術者の養成、即ち実学教
育を本学の目標とする」。
　具体的な目標として以下の事項が掲げられた。

　これらの目標を基にカリキュラムが作成され、基礎科目は当然のこと、特長として1年次から実験・実習科目が取り入れられた。
　短大設置に伴う事務手続きは、法人事務局長と事務職員1名、加えて高校事務職員若干名で担当したが、指宿事務局長に業務が集
中したため局長の心労は大変なものであった。
　昭和37年4月大同工業短期大学が機械科入学定員80人にて開学の運びとなった。同年さらに南区元塩町に運動場用地を取得、教
職員の増員を行い、電気科設置の基準をクリアし、翌年、入学定員40人の電気科が増設された。この時点で大同工業短期大学の敷
地面積は大学設置基準を満たす状態に達していた。

　昭和38年大同工業短期大学に電気科が発足したところで、錦織理事長から、間を
おかず直ちに4年制大学を設置したいとの提案が理事会でなされ、申請することが
決定した。
　早速、同年7月中旬頃から大学設置準備作業を開始、約2カ月半の間に資金計画、
教員の選考等を完了し、9月末日までの申請業務を終えなければならない極めて厳
しい状況にあったが、不退転の決意と燃える情熱を持って事にあたったと当時を知
る関係者の語り草になっている。
　短大設置の時と同様、教員人事については、錦織理事長始め在籍の教員総動員で
人材発掘の結果、優秀な中堅・若手教職員を迎えることができた。
　施設と設備等については大同製鋼(株)始め、地元産業界等から多大の援助と協力を得て整備することができた。

▲大同工業短期大学

大同工業大学の発足

・教員と学生の密接なふれあい　・基礎学力の重視　・実験・実習の重視　・情報化時代への対応
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　一方、事務業務担当の人員も限られていたが指宿事務局長他一致団結し事にあたり何とか
申請書類を作成し、期限前日に文部科学省に運び、内容の審査を受けた結果、数十箇所の訂
正が指摘され、宿泊先にて訂正作業に入り終了した時は翌日の明け方であった。
　昭和39年機械工学科入学定員80人、電気工学科40人の大同工業大学が開学した。大同製
鋼(株)から贈与された本館建物は経年数も古く、伊勢湾台風による風水害により傷みが激し
く、3年計画の建替え工事の結果、同年、第1期の鉄筋コンクリート造り5階建校舎2,800㎡が
竣工した。昭和40年第2期建物2,000㎡、昭和41年第3期建物1,760㎡が竣工し、大学本館が
完成した。昭和43年大同町近郊に施設を集約する目的で、鳴尾グランドを廃止し、滝春グランド
16,500㎡を取得した。
　昭和44年木曽福島の山岳地に土地を借用し、木造2階建の木曽駒ゼミナーハウス330㎡が
建設された。錦織学長は教育方針のひとつとして、単なる技術者育成だけではなく、人と人と
のふれあいを大事にされ、学園の財務状況が厳しい中にもかかわらず、教員、学生、卒業生、
学園関係者が密接にふれあえる場所として、緑豊かな木曽駒岳の中腹に50名が宿泊できる施
設が誕生した。
　昭和44年3月17日、施設の完成を楽しみにしておられた錦織学長は病の為、木曽駒ゼミ
ナーハウスの完成を見ること無く不帰の客となられた。享年65歳であった。
　昭和45年、国の私立大学等経常費補助金制度がスタート、やっと本学園の財政は好転の方向に動き出した。昭和46年には2号館
鉄筋コンクリート造4階建2,260㎡が竣工した。大学が発足以来、学園は機械工学科、電気工学科2学科の充実に注力してきたが、土
木系と建築系から構成される建設工学科を設置するために、昭和49年、白水町の大同製鋼(株)所有の土地を借用し、鉄筋コンクリート
造4階建3号館3,783㎡の校舎を建設、また同地内の一画に運動場を整備した。　
　昭和50年には、入学定員80人建設工学科が発足、在籍学生数は２千人を超え、新しい大同工業大学へと移行した記念すべき年と
なった。
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